
経済財政運営と改革の基本方針における Well-beingの記載 

【骨太方針 2023における記載の抜粋】 

第４章 中長期の経済財政運営 
 

１．中長期の視点に立った持続可能な経済財政運営 

 

（効果的・効率的な支出の推進とＥＢＰＭの徹底強化） 

 ＥＢＰＭの裾野の拡大が図られる中、その成果も踏まえ、経済・財政一体改革のこれまで

の取組を通じて十分に進捗していない重要課題に関する評価・分析を進めるとともに、予算

規模・政策体系等を踏まえてメリハリのあるＰＤＣＡを実行し、本年末に新経済・財政再生

計画改革工程表を改定する。その改定に当たっては、防衛、ＧＸ、こども政策を始め、新た

な拡充を要する課題について、効果的・効率的な支出の徹底を図るべくエビデンスに基づく

ＰＤＣＡを早急に構築する。加えて、政府の各種の基本計画等におけるＫＰＩへの Well-

being 指標の導入を加速するとともに、こどもに着目した指標の在り方について検討する。

さらに、地方自治体における Well-being 指標の活用を促進する。 

 

（中長期の経済財政の展望とその評価・分析の充実） 

中期的な経済財政枠組みの検討に当たり、経済シナリオの位置付けや政策効果の発現の仕

方など中長期の経済財政の展望の分析を拡充するとともに、将来の不確実性を考慮した、リ

スクの評価、感応度分析の充実など、対外発信する情報を拡充する。また、「成長と分配の

好循環」の実現状況を各種指標（※）から検証する。こうした取組について、経済財政諮問会

議において、半年ごとの中長期試算公表時における随時の検証及び概ね３年を目途とする包

括的な検証を行うことを通じ、短期・中期のそれぞれの視点から、政策手法の改善・強化、

必要となる政策対応等に結び付ける。 

 

（※）１人当たり実質ＧＤＰ、Well-being（生活満足度）、１人当たり賃金・俸給（あるいは雇用

者報酬）、中間所得層の構成割合など。 

 

５．経済社会の活力を支える教育・研究活動の推進 

（質の高い公教育の再生等） 

持続可能な社会づくりを見据え、多様なこどもたちの特性や少子化の急速な進展など地域

の実情等を踏まえ、誰一人取り残されず、可能性を最大限に引き出す学びを通じ、個人と社

会全体の Well-being の向上を目指す（※）。 

 

（※）自己肯定感など獲得的要素と人とのつながりなど関係性に基づく協調的要素との双方や、

教師等の Well-beingを含む。 

  

資料２ 



【骨太方針 2022における記載の抜粋】 

第２章 新しい資本主義に向けた改革 
２．社会課題の解決に向けた取組 

（３）多極化・地域活性化の推進  

東京一極集中の是正、多極集中、社会機能を補完・分散する国土構造の実現に向け、デジ

タル田園都市国家構想の実現による個性をいかした地方の活性化を強力に進める。また、従

来の地方創生にも取り組むとともに、分散型国づくりを進める。地方発のボトムアップ型の

経済成長を通じ、持続可能な経済社会の実現や個人と社会全体の Well-beingの向上、「全国

どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」 を目指す。 

 

第４章 中長期の経済財政運営 
１．中長期の視点に立った持続可能な経済財政運営 

政府向け及び一般向けの可視化等を含めた統計データのエコシステムの構築に向けて取

り組むとともに、ＧＤＰ統計等における無形資産の捕捉強化や、文化資源コンテンツの価値

等のソフトパワーの把握・計測等、さらに各政策分野におけるＫＰＩへの Well-being 指標

の導入を進める。また、公的統計の不適切な取扱いを繰り返さぬよう、集中的な統計改革を

行う。 

 

５．経済社会の活力を支える教育・研究活動の推進 

多様な子供たちの特性や少子化など地域の実情等を踏まえ、誰一人取り残さず、可能性を

最大限に引き出す学びを通じ、個人と社会全体の Well-beingの向上を目指す。 

 

【骨太方針 2021における記載の抜粋】 

第２章 次なる時代をリードする新たな成長の源泉 
５．４つの原動力を支える基盤づくり 

（１）デジタル時代の質の高い教育の実現、イノベーションの促進      

人と人との触れ合いも大事にしながら、これらの取組を通じて個人と社会全体のWell-being

の実現を目指す。 

 

第３章 感染症で顕在化した課題等を克服する経済・財政一体改革 

７．経済・財政一体改革の更なる推進のための枠組構築・ＥＢＰＭ推進  

（経済・財政一体改革の点検、ＥＢＰＭの推進等） 

こうした取組の一環として、政府の各種の基本計画等について、Well-being に関するＫＰ

Ｉを設定する。 
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